
利尻島の海岸部における冬期の鳥類相

小杉和樹

はじめに

fIlet.品目冬は強い北西の宰節凪が吹き、海よも大荒れになることが多く、非常に自然環境の厳し

い季節である。しかし、北海道本土の内陸部と比べると、利尻島局辺の泌織を流れる対馬曜読の影

響を強く受けることから、大幅に酷寒は和らげられ、積雪量も多くはなし、。また、 *'1民島の位置が

日本泌酬にあることから流氷が海岸を取り囲むことは珍 LC、このため冬期の海岸部では、海鳥を

中心とした鳥矧やゴマフアザラン、トドといった海獣類も数はi少ないが見ることができ、特に店頭

は越冬種も多く島知相が盟詰な地域となっている。

海岸lJzrJ洋上の鳥類については、 「利尻島の烏J (小杉1開8)で概略を報告しているが、ここでは

海洋都の冬期におけるより具体的伝鳥類について報告する。
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調査地と方法

調査地は、利尻島梅岸組金t撲の、岸から概ね500m程沖合までの地場である。海岸輔の延長は63

3'，あり、その大部分は利尻島を環状する道路と接近しており、北東部~西部、商都~南東部にか

けて岩礁浜、酋部~南部、北東部~南東部にかけては転石浜を中心に形成され、小田植な砂浜が南

東部沼浦地区と北西部本泊地区に見られる。しかし、実際には岩礁浜に転石棋が鹿じってJ~成され

ていることもあり誼維であるが、岩碓棋が多く見られる。また、海岸離の茜所には激増を中』し、とし

た浴が12簡所設けられており(図 1 )、近年は護岸工事や海岸保全のためコノクリ ト邸の消誼ブ

ロックが障に積まれている極昨等もあって壁イヒに富んでいる。

調査は、 1986年12月 -1田9年同月までの随時の観察と 1開9年12月 31 目、 1990年 i 月 2 日 -4 日に

4 回の個体敢についての調査を行った。調査はライノセノサスに単じ、午前日時~午後 3 時まで島

内を一周し、開査地内で出現した置と個体散を記揖した。また、調査問は罰象条件が問ーとなるよ

う配噂した結巣である。ただし、大型カモメ 3 種については時間iの制約があって19叩 1. 4のみに

なった。

なお、冬期とした期聞は描冬期を中心に 11 月中旬から控 3 月中旬までである。

匂孟

,.

写真 1 、岩礁のよで休む海獣額(1 990 ， 2 月中旬 蘭泊地区〉

海上が砲かな時には このように岸近くの岩躍の上で、のんびりと自伝

たぼっこをしているのが観察される。海をへだてているせいカ\近づい

ても過げる気配はな， '0
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結果及び考察

これまでに冬期の海岸部で観察された応矧は 9 科目揮である(表 1 )。これは、刺尻品の冬期にお

ける山績の80% を占めるものである。これらのうち、海岸部での巳類相において主要な構成群を占

めているのは、ヒメウ、 γノリガモ、オオセクeロカモメの 3 種である(聾 2 )。

特にオオセグロカモメは、周年観察される海鳥のなかで唯一利尻島で繁殖する種であり(西谷

小杉1988)、車期の個体数も多い。 19同年 1 月 4 自の調査目には訂悶jしか観察されなかったが、 19

90年 1 月 15日に水産加工場の躍液が流出する付近で1 ， 500;，日程度のンロカモメ、ワンカモメが担

じった群れも含めてL 田7羽を観察した。この迎いは弱査日が正月期間で水産加工場が休聾してい

たために因るものと思われ、カモメ額への人的昨曹が大きいことを伺わせる現象である。古学れの中

には、 i 年目及び 2 年目若白も多く吉まれている。

ヒメウも周年観察され、冬期にその散を増やすが耳期には著しく減少する。一方、ヒメウ向障問

年観草されるウミウは亙期に数は多いものの、冬期にその散は著しく滅少し、間祭される個体も若

鳥が多L、。どちらの種も利尻島での繁殖は臨認されていない。ヒメウについては 19回年 1 月 16 日に

も同織のセノサスを行っており、比較した結果畑体数191羽とほぼ同散であ今たが、出現地区がそ

~
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写真 2 ，

牝

水産加工場の廃液に集まるカモメ類c1拍0， 2 月中旬長浜地区)

水産加工場が録業している限り、その廃液の中の魚類の腿物を貫欲に、

大型カモメ額が揺食している。，11m.島には、写真の長浜地区と雄忠志内

地区にある加工場で このような綜れが闘察される。
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表 1 剰l尻島の海岸部における冬期の鳥銃リスト

Table1.ListofbirdspeciesinwinteronthecoastofRishiriIsland
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表 2. j匂山怖における4延期の鳥矧の鮒体数

Table2,Numberofbirdsinwinteronthecoast

舗 Speciω 学名 Scientific name 個体歎 Number 平向{直

的 12 ， 31 'SO,1. 2 90.L3 90.1.4 mean

オオハム Galliaareti 四 2

ミミカイツプリ Padieepscwr,t«s 4 1.1

ウミウ Ph αlaera <:.ara;x;jiramelltasus 5 2 9 5.3

ヒメウ Ph αlα era pelagieus 68 刀 811 166 772.3

スズカモ Aythyamarila i 0.3

ソノリガモ H凶trio 則 cus histrionieus 213 145 268 208.7

コオリガモ Clangulahyemalis 3 3 3 a

ウミアイサ Mergu同 serrator 19 22 27 22.7

オンロワン Haliαeetus albieilla 2 2 z 2

オオセグロカモメ Larussehis 山岨 g"' 318 318

ワソカモメ Larusglaucescens 16 16

ンロカモメ Larushyperboreas 11 11

カモメ Laru.scα""' 2 2 2 2

、ツユピカモメ Laruscrassirostris l

ウミガラス Uriaaalge 5 5 3.3

ハンブトウ、ガラス Urialorn ωα 11 9 6.1

ケイマフ 'I c，ρ·phus carbo I 1

白年によって霊化していることが間味深L 、また、観察時陪に因るものと思われるが頁睦状態が良

好であればほとんどが岩臨地帯に羽を休めており、海上に大群が観察されることは少なかった。

ンノリガモは、利尻島で臨察されるガン カモ科の中では観療期rJ明〈畏期にわたり、 10月上旬に

は雄が車殖羽に換羽するのが観察される。本屈は個体散も多.'(、 3 回のセノサスにより最高田8羽

を記揖した。 i叩9年 1 月 15臼のガン・カモ煩斉調査時には全国合計散が1， 14 ，，"1に対し利尻島で

は 101羽とはっており(日本野鳥の会19四〉、 9 .を占めている。また、これまでの初認日が1叩7年

で 8 月 22日、 1988年で 8 月?目、 1田9年で 7 月 15日と年々早くなり、 1989年では 6 月 3 日に最も誼

去の運い伺体であるとも考えられるものが観察(西谷栄治私信〉されている。本種の道内におげる

繁殖例は循認されていないが、天売島でもE押!の観察例があり(寺沢19町)、繁殖の可能性が示唆さ

れている。初認の時期と覧殖可能な河川現墳があることを考えると、 "j尻品においても繁殖の可能

性がある種である。

ζの他の種で位、いずれも個体散が少なくなるもののウミアイサ、ミミカイツプリは比絞的観患

は多く、個体数も上記 3 種以外では多い方である。特に、ウミアイサはンノリガモに次いで闘察期
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表 3 滋北地繊の梅館錦でのガン カモ惣の個件数0989. 1.15)

Table3.Numberorgeeseandd叫ks onthe ∞ast ofNorthernHokkaido(1989.1.15)

腐 Specie~ 学名 Scientific name 稚内
燈"

夫担値 羽町制 校講 利氏

マガモ Anasplatyrhynchos 16

スズガモ Aythyamadla 2

クロガモ Melanittanigra 614 14 8

ピロ ドキ J クロ Melanitta J.“<ca 2

ンノリガモ Histrιonicus histrionicus 155 。 10 101

コオリプ 7モ 口cIn gula hyemalis 883 4 "ホオフロガモ Bucephαla clangula 55 6 2 5

ウミアイサ Mergusserrato 24 4 10 5 16

カワアイサ Mergusmerganser 13

極数No. ofspec 悶 9

個体数 No.ofgeeseandducks2 ， ω4

注〉 本裂は日本野鳥の会 ill 北3宣告思通信的 I 13Nc.1 か aっ抜粋した.

聞が長く 10 月上旬~翌 5 月上旬までであり、雄申繁殖羽を観察するのは 10 月下旬から 11 月上旬であ

る。

また、オオハム(利尻島での観察が冬期間に阻られ、ンロエリオオハムとの識別が困躍なため本

論では、すべてオオハムとした。)・アカエリカイツプリ・クロガモ・コオリガモ ウミガラス・

ハレノプトウミガラス マダラウミスズメは臨嘉例は多いものの個体数カり》ない種である。これらの

中で、アビ科、カイツプリ科、ウミスズメ科の種は、本来生息域が洋上であることから海岸近くで

は少なくなっていると思われるが、ウ E ガラス 2 種は買候や海上の状況にかかわらず港内での観察

も多く、利尻島ではハシプ卜ウミガラスが多い。コオリガモ、クロガモは近接の稚内市で多いが

(表的、利尻島では 1少なくクロガモは特に鮫察地峡も大部分が東部の二つ石地区に隅られており、 l

9四-1 四O年では 1 月末現在で観察されていない。

ウミスズメ科の中でウミスズメは割 4事例が多く、港内やその付近でも観察される。特に 1989. 11

1~23には叩-30羽前後の群れ数群が岸近くで観察され、稚内港でも同時期に小群で鋭草された

(日本野鳥の舎道北支部1989)。しかし、これらは一時的であり、より北方で繁殖したものの南下群

であることが考えられ内この他には館近くで多くの個体を観察することは少な L 、。

カモメ科の躍では、前述のオオセグロカモメを陣きワシカモメ、 γロカモメの 2 麗が越冬極で、

利尻島で掠殖する霊鳥のウミネコの他は誼り途中の観察がほとんどであち、担体数も多くはない。

ワシカモメ、シロカモメはオオセグロカモメ白群れに温成し、観察期間も 10月上旬~型 5 丹上旬と

長し、。セグロカモメは、移秋の誼り期に多いものの、冬期では南下の渥い個体群が観察されるだけ

である。ユリカモメとミ yユビカモメも容秋白渡り期に多く観察されるだけで冬期の観察はごく稀

れである。特に、 l開9年四月 31 日 -19明年}月 148に観察された個体は若鳥i羽であることから諜
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行によるものと里われる。カモメは毎年~散が観察されるだけであるが、悪天候であった 19同年12

月 4 日にはオタドマリ沼で1凹羽程の群れが観察されており、ill(り期には多〈白個体が洋上を通過

しているものと恕われる。

極めて闘察が織な穏として、ハシジロアピ、ハヅロカイ Yプリ、スズガモ、ホオジロガモ、ビ

ロードキンクロ、エトロフウミススメが拶げられるが、スズガモ、ホオジロガモの厳冬期の眠察は

様行に因るものであり、利尻島では置り期における湖沼地帯での観察も少ない(小杉1曲目。ピロ

ドキ〆クロ、エトロフウミスズメはこれまでに 1-2 回しか観草されておらず、観察自も悪天候で

あったことから明らかに述行に鴎るものと思われる。ハジジロアピは、前述したょっにアヒ科の特

性で沿岸での回獲が橋なだけであると思われる。また、ハジロカイツプリは 19肝年11月 23日に本泊

漁港で 1 羽が臨察されただけの極めて税包囲である。

陸見の 4 極では、カラス 2 屈が海岸に打ち上げられた雑多なものを保餌しているのが随所で敏怨

されるが、真朗と間械でハンプトガラスが主であり、ハソポソガラスは少ない。オジロワンは、北

部の;f-2/モン 'J に毎年一つがいが、 12月下旬~翌 3 月中旬まで観察され、向 個体であると考えら

れる。この個体の他にも不定期に海岸綿一円の海上上空で闘聾されるが、これらの多くは亜成鳥で

ある。ツグミは、通常旅烏として春秋に大きな群れを闘察するだけであるが、訴に鵠冬する年も

あってそのような時には燥辺の岩に付いたイワノリを謀節しているのが泡惇部で按摂される。

利尻島海岸部の冬期に生息する日煩のうち、海鳥は四種、陸鳥 4 種で海鳥の占める制合は88' で

“
ι γ 急伊

ぜ

写真& 岩礁で羽を休めるつミウの若鳥 写真4 港内で観窮されたウミスズメの膨れ

写真& 利尻島で冬期に観察される鳥類のうち

・も一般的なンノリガモ

写真& 換羽中のオオハム
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後 4 生息m境別の出現状況

Table4.Theconditionsofoccurrenceindifferentkindsofhabitat

種 Specie~ 学名 Scientific name ジ~ Harbor iI!l内 n. ， 外悔や仰 R 鎚a その他 Other

オオハム Caviaa同tic α 100

、ミカイツプリ Padica ρ， a“ritus 100

ワミウ Phalacro ∞raxfiramentasus 19 19 62

ヒメウ Phalacropelagicus o.J 3.9 96

スズガモ Aythy α madla 100

ンノリガモ Histrionicushis:rionicus " 14 19

コオリガモ 口αngula hyem αlis 100

ウミアイサ Mergusserro ωr 26 37 37

オヲロワソ HaliaeetusalbiciUa 100

オオセグロカモメ Lα rus sch ιstlS 噌同 99

ワンカモメ Larusglaucesce 問 100

ンロカモメ LaTushyperbore αs 100

カモメ Lα'"' 印刷 S 100

ミツユピカモメ Laruscrassirostrs 100

ウ、ガラス Uria αα 'g ， ω 20

ハγプトゥ:ガラス Uria lomvia 70 5 25

ケイマフリ Cepphuscarbo 100

A
住〉 u閣制(叫 frequency ofoccurronce=~B- '1ω

A= 各!I ll東地における平均倒体激 mean numberofareasineachhflbitat

B酋利尻島全体での平均倒体数 mean numberofalltheRishiriIsland

茸真 7 港内で観察されたミツユピカモメの若鳥
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図Z 制尻島の各遂にお '1 る身閣の個体量

Fig.2.Number of birds in each harbor of Rishiri Island
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ある。海鳥の中でも、カモメ科、ガ〆・カモ科、ウミスズメ科が碩散では多いが、その半数近くが

誼り途中の観策であることと、ウミスズメ科のほとんど仲間畠近海の洋上で周年生息しているこ

とを考え併せると、冬期に渡米する睡ではガノ カモ科の海ガモ類が多いと吉える。また、越冬す

る種は海鳥で19種、陸品 4 種で全体の70' である。

品煩の分布については、大部分の閣が畠内ー円に生息しているが、環境毎の場合港内での観察が

多い〈表， )。しかし、この傾向は厳冬期に隙られ、 2 月下旬日陣の寒気が緩む時綴には港内での観

察は少なくな勺てくる。また、厳冬期でも天候状態が良好で海上が非常に程やかな時には外海に出

ていることもある。これは、冬期間の北西由季節風と荒波を避けられることや、保餌が富島である

ことに図るものと考えられる。特に、利尻島で緩む規模町大きい港である北部の鴛泊世では、 1問。

盗事 1 月 3 日の調査時に 8 瞳 113羽を敢えており(図 2)、港の規続が大きくなるにしたがって種融

個体散が増加する傾向にあることが伺える。そして、同規模の様であれば魚類等を鹿表する漁船等

が多くなるに世って橿散や個体教がi曽加する傾向にあるのではないだろうか。また、港以外の環境

では、盟察される海鳥類の個体敢に苦しく変化ははいものの、湾内地形の泌岸部では比較的臨繋酬

が多〈、砂浜の海岸部では観察倒は少なし、。

この他、アビ科のアピや海ワシ頼のオオワ γ等、北方の海岸部であれば観察の可能性がある種

治九 1986年以前は不明なものの利尻島では観察されていなし、。誼禽類の観察例が少ないことはオジ

ロヴンの個体散カ《少なし、ことも吉めて刑尻島では阻季を通じて同僚であり(小杉1回目、これが冬期

の渦罰帽の特色と安島に考えることはできないが、興味深いことである。

写真 9. "11i(島で最も規績の大きい鴛泊港
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おわりに

以上のょっに、観察が 4 年間の短期間であったために、その年によって控来教が増捕したり、渡

来がフド担jむlであるなど白鳥類相の変化を充分に担え切れずに不充分な報告となったが、今後も更に

長期的な観察と密度の濃い調査を継続して行きたいと考えている。とりわけ、季節的な変化が大き

く今桂の課題である。

また、渡来状況の変化と併せて、生，~J霊境が良いのではと思いがちである海岸部でも、実傑には

オオセグロカモメやアカエリカイツプリなどの物や足に漁網やテグスが絡まっているのが観察され

ており、人的被害を畳けていることから今後も良肝な環墳の保全が必要でゐる。

小杉和樹 日本野鳥の会出ヒ支部会員
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